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絶滅危惧種に指定されているオオバカンアオイ

事前調査の様子
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（注1）森林調査に基づく実測値から日本国温室効果ガスインベントリ算定方法に基づき算定。
（注2）'01年度までのCO２吸収固定量には樹齢15年以下の若木分は含まない。

'12'11'01'91 （年度）'13
・生物多様性

・社有林

・水源涵養

・FSC
（森林管理協議会）

・森林管理認証

・吸収固定

・温室効果ガス
インベントリ

用語集を
ご覧ください

・ステーク
ホルダー

・絶滅危惧種

用語集を
ご覧ください

今後の地球のためにも、生物多様性への取組みは絶対に不可欠で
ある。
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（4）発電所等の緑地保全

当社の火力発電所では、周辺地域の生活環境と
の調和を保つため、200万㎡を超える緑地と、この
緑地において合計約43万本の樹木を、工場立地法
に基づき適切に管理しています。
樹種の選定にあたっては、周辺植生や環境条件を
考慮して、できるだけ多様で既存の植生に近い緑化
を行っています。
豊前発電所では、敷地の約37％に、ヤマモモやホ
ルトノキ、マテバシイなど26種類の樹木等により約
13万5千本の植栽を行っており、多くの野鳥の飛来
が観察できるほどの恵まれた環境を形成しています
（これらの取組みにより、1995年度に、電力会社と
して初めて緑化推進運動功労者内閣総理大臣賞を
受賞しています）。

■ 発電所緑地の管理

■ 絶滅が危惧される稀少植物の保護に関する取組み

■ 社有林の適正な管理
当社は、水力発電の安定した水源確保を目的とし

て、阿蘇・くじゅう国立公園区域内を中心に
4,447ha（ヘクタール）の社有林を適切に維持管理
し、水源涵養やＣＯ２の吸収など、森林の持つ公益的
機能の維持・向上に努めています。
また、2005年3月には、適正な森林管理が行わ
れていることを認証するFSC（森林管理協議会）の
「森林管理認証」を、国内の電力会社で初めて取得
しています。
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社有林により吸収固定されるＣＯ２は、木材として
利用するために伐採された木々が固定しているＣＯ２
量1.3万トンを差し引いても、社有林全体で117.3
万トンと算定しています。

［社有林によるＣＯ２吸収］

地球上の生物は、判っているだけで約175万種、未知の生物も含めると3,000万種とも推測されています。
そのうち毎年４万種が絶滅しているとも言われており、絶滅の脅威にさらされた野生生物の種の保存は、地球レ
ベルで緊急に取り組むべき重要な課題となっています。このため、当社では九州で絶滅が危惧される身近な植物
の保護に取り組んでいます。

生物多様性に配慮しつつ九州の豊かな自然を守り続けていくために、社有林や発電所緑地の適切な管理や、
九州で絶滅が危惧される身近な植物を保護するための研究などに取り組んでいます。

【送電線に接近した樹木伐採時における稀少植物の保護（奄美大島地区）】
あま  み  おおしま

当社では、送電線への樹木接触による停電を防止
するため、事前調査を行ったうえで、送電線の近くま
で伸びている樹木を伐採しています。
奄美大島地区の山林には、稀少植物が数多く自生

しており、これらの稀少植物が送電線の下にあると
樹木伐採時に踏み荒らしてしまう恐れがあります。
そこで、平成21年度以降、現地の環境専門家の

立会いのもとで事前調査を実施し、樹木の鑑定や保
護すべき植物の確認及び伐採方法等に関するアドバ
イスをいただくことで、これらの稀少植物の保護に
努めています。
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